
 
 
 

 
 
 
 
 



初めまして、株式会社⼀⼼の⼭崎と申します。 
 
本書を⼿にして頂き、誠にありがとうございます。 
 
本書は 
 
「もっとラクして、効率的なオンライン集客⽅法を知りたい！」 
「1 ⽇に⼤量の⾒込み客を集客したい！」 
「AI(⼈⼯知能)を使った集客⽅法に興味がある！」 
 
と⾔う⽅向けに「AI(⼈⼯知能)に丸投げ」をして「オンラインでの⼤量集客の⾃動化」に
ついて主に学べる書籍となります。 
 
より詳しく本書の流れを説明しますと、 
 
AI(⼈⼯知能)利⽤したオンライン集客に関する基礎知識に関する話から始めていきまして、
その後、オンライン広告を利⽤して、初⼼者の⽅でも「AI(⼈⼯知能)に丸投げ」をして
「オンラインでの⼤量集客の⾃動化」に関するやり⽅ 
 
に関して述べていきます。 
 
・・・で、もしかしたら、 
 
「AI を活⽤って、なんか難しそう・・・」 
「オンライン広告って専⾨⽤語を覚えることが必要なのでしょ？」 
「殆ど資⾦がないからオンライン広告なんて運⽤は無理」 
 
等、このような⽅もいらっしゃるかもしれません。 
 

安⼼してください。 

 
本書で教える AI を活⽤した web 広告は、のちに詳しく説明しますが、以前のオンライン
広告と違って、難易度が遥かに低く、1 ⽇ 500〜1000 円もあれば運⽤でき、そして成
果が出るオンライン広告をチャレンジすることができます。 
 



ですので、是⾮とも現段階で、オンライン広告に関して何も知らなかったり、AI(⼈⼯知
能)に関する知識がなかったとしても、安⼼して読み進めていただければ幸いです。 
 
ちなみに本書の筆者のこと⼭崎ですが、元々アフィリエイトからオンラインビジネスを始
め、オンライン関係の通信講座やコンサルティングサービスで以下のような収益をほぼ⼀
⼈で叩き出したりしております。 
 

 
また、本書を作成するにあたって、私⾃⾝も勿論 AI 放置型集客を実践しており、成果は以
下のとおりとなります。 
 

-Facebook 広告- 

 

 



 
 

ちなみに順調な時は 1 リストあたり 200 円以下で取得していた時もありました 

 

 
 
また Facebook 広告だけでなく Google 広告でも結果を出しております。 
 

-Google 広告- 

 
 
 
今やどのような業界でも 1 リスト単価あたり 1000 円以上は普通の中で、私はほぼ放置で



上記のような 1/2〜1/3 価格帯で 1 リスト確保しています。 
 
で、実際に、このような成果を出して、某⼤⼿広告代理店の関係者からは「良くそのよう
な単価で⾒込み顧客が集まられますね・・・」と驚かれたりもしました。 
 
ちなみに広告は全て⾃分で運⽤し、既に累計で 1000 万円以上を使っており、現在進⾏形
にて⾃⾝で様々な広告を出稿しながら学んでおります。 
 
ですので、上記の結果と経験から作り出した本書を学べば、このようなプロの⽬から⾒て
も認められる web 広告をあなたも出稿できるようになります。 
 
しかも殆ど⼿を加えることなく、放置であなたのビジネスの⾒込み客を集めることが可能
です。 
 
あなたも私と同じように⼤きな収益を⼿にするチャンスを学べます。 
 
特に今回私が本書で公開する AI を活⽤したオンライン広告は圧倒的なレバレッジが効くの
で、少ない労⼒にも関わらず、最速で売上を 2 倍、3 倍・・・10 倍以上と増やすことがで
きることからも、売上は⻘⾊天井となります。 
 
このようなことからも、あなたも短期間で⼀気に⼤きな収益を得るという、ビジネスチャ
ンスを掴むことができますので、是⾮とも最後までじっくりとお読みいただければ幸いで
す。 
 
それでは、ここから先は内容に⼊っていきたいと思います。 
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1. ビジネスで急成⻑の分かれ⽬である「労働型集客」と「放置型集客」 
 
まず AI(⼈⼯知能)を活⽤した放置型オンライン広告の説明の前に、オンライン広告を実践
する前に絶対というレベルで知っておきたい「労働型集客」と「放置型集客」について述
べていきます。 
 
正直、世の中でビジネスを実践している⼈の多くは、まだまだ「労働型集客」に⽀配され
ている⼈が殆どです。 
 
具体的には、 
 

・毎⽇何かバズりそうな SNSの投稿のアイディアを探しては投稿している 
・数⽇に⼀回はブログやメルマガを書いて投稿している 
・常に再⽣回数が回りそうな YouTube 動画のアイディアを考え、週⼀で投稿している 

 
などなど、このような感じでお客さんを集客する為に、⾃⾝が労働を⾏っているというこ
とです。 
 
上記のようなことを短期的に実践するのであれば、実験的な意味でもまだ良いです。 
 
しかし、労働型集客を⻑期で続けていくとなると、おそらくどのような⼈間でも⼤変な作
業になってくることでしょう。 
 
また、労働型集客のみのオンライン集客であると、作業できなくなった時は⾮常に強いリ
スクとなります。 
 
さらに⾔えば、事業を⾏う殆どの⽅は、上記の集客だけの作業ですまないと思います。 
 
営業や打ち合わせをしたり、仕⼊れなどの事務作業、また事務的な仕事もあったりと、他
の仕事と同時に集客作業をずっと続けなければいけない訳です。 
 
ちなみに、今だから⾔えますが、私も数年前までは「労働型集客」をメインに実践してお
りました。 
 
確かにこれでも集客できれば、利益は出るのですが、常に集客をしていかなければならな
いので、今思うと⼤変でした。 
 



特に事業を始めた最初をうちは、やる気やモチベーションが⾼かったのであまり問題には
なりませんでしたが、１年、2 年・・・と時間が経つにつれて段々と集客の作業が今より
も苦に感じることが多くなったのです。 
 
しかし、その集客の⼿を⽌めしまうとお客さんが来なくなってしまう。 
 
実際、体調不良で 1 週間近く、全く集客の作業ができなくなった⽉は予想以上に売上が落
ちて、かなり焦った時期もありました。 
 
このようなことからも「労働型集客」を継続的に続けることは、⻑期的に⾒ると⼤変な作
業であり、さらには⼤きなリスクにもなるのです。 
 

 
上記のように労働型集客は働き続けないとビジネスが回らず、⽣活できない・・・ 

 
それに対して「放置型集客」は、先ほどの労働型集客の不安や恐怖をなくすことができま
す。 
 
放置型集客の場合は、冒頭でも話しました通り「オンライン広告」を主体に集客をしてい
きますので、⼀度、オンライン広告を作成して出稿すれば、あとは⾃⾝で何もすることは
ありません。 
 
ブログを書かなくて良いですし、SNSも⾃分の趣味でしかやらなくても良い。 



また動画の作成・投稿も不要となります。 
 
つまり、⼀度オンライン広告の設定さえしてしまえば、あとは何も集客に関する労働をし
なかったとしても問題ないということです。 
 
ですので、貴⽅が別の仕事をしている、休⽇で遊びに⾏っている、また体調不良なので寝
込んでいたとしても、⼀度、オンライン広告を設定してしまえば、あとは⾃動で貴⽅の代
わりに AI が集客をしてくれます。 
 

 

⼀度設定すれば、あとは AI(⼈⼯知能)が搭載されたオンライン広告が集客してくれる 

 
ちなみに、現在の私⾃⾝が「放置型集客」をマスターして実践しています。 
 
私が「放置型集客」を実践して良かったことは、圧倒的な「ゆとり」を持つことが出来る
ようになったことです。 
 
朝起きて、以前は 
 
「あぁ、今⽇もブログ投稿しないといけないな」とか「SNS の投稿を今⽇どうしよう」と
か「今週、YouTube 動画作っていない。作らないと・・・」など、集客に関することを、
ほぼ毎⽇考えていたのですが、それが綺麗さっぱりなくなりました。 



 
ちなみに AI 放置オンライン広告の集客であれば、しっかり集客できているかの通知を⾒る
だけで、放置と⾔っても過⾔ではありません。 
 
極たまにやることと⾔えば、以下のようなオンライン広告の管理画⾯を確認して、反応が
落ちていたら訂正するだけです。 
 

 
上記のような管理画⾯をたまに⾒るだけで ok 

 
この作業は慣れれば 15 分もあれば⼗分です。 
 
さらにいえば、オンライン広告の予算を増やすことによって、それに⽐例して売上も⼤き
く上がっております。 
 
だからこそ、これまた冒頭で紹介しているように、たった 1 ⼈でも億を超えるような売上
を苦労することなく、達成できるというわけです。 
 
作業することなく、ラクして集客ができ、予算を増やせば売上が⼀気に増えていく。 
 
これが放置型集客の⼤きな魅⼒です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



2.昔のオンライン広告と AI(⼈⼯知能)を活⽤した放置型オンライン広告の違い 
 
先ほどの章で「放置型集客」を魅⼒的に感じた⽅も多いかと思います。 
 
しかし、 
 
「放置型集客は、結局【オンライン広告】を使うのでしょ？何か難しそう・・・」 
 
と、オンライン広告を扱うことにハードルを感じた⽅もいらっしゃるかと思います。 
 
無理もありません。 
 
私⾃⾝、オンライン広告に⾮常にハードルを感じておりました。 
 
かつて初めてオンライン広告に挑戦した時は・・・ 
 

・まず設定画⾯が複雑すぎて、広告を出稿するまでに⻑い時間を費やす 
・キーワード設定が上⼿くいかず、⾼い広告単価を取られ続けてしまう 
・どのような⽂⾔や画像(動画)の反応が良いかテストし続けなければいけず⼤変 

 
など、上記のような問題を抱え、まず恥ずかしながらですが、私はオンライン広告運⽤に
⼀度挫折して辞めたことがあります。 
 
また、私以外でもオンライン広告に関して初めて挑戦した知⼈も上記のようなことが理由
で挫折してしまい、結局、広告代理店に任せるなど、オンライン広告の専⾨家以外は扱う
ことは難しいものでした。 
 
けれども、現在は状況が変わりました。 
 
なぜなら、現在は上記のような問題を「AI(⼈⼯知能)」が解決してくれるようになったか
らです。 
 
具体的には、顧客分析、市場リサーチ、広告配信先選定、キーワード選定、広告⽂や画像
(動画)A/Bテスト等まで、全て AI(⼈⼯知能)がやってくれるようになったのです。 
 
ですので、AI を活⽤した適切な設定を⼀度だけ済ましてしまえば、あとは本当にやること
がなくなるのです。 



 
つまり、AI を活⽤すれば、後は「放置」で良いというわけです。 
 
正直、AI はオンライン広告の専⾨家よりも遥かに優秀です。 
 

 
 
なぜなら、⼈⼒ではほぼ不可能なレベルの統計(ビック)データから、何千・何万のパター
ンのテストを⾏い、ベストな広告運⽤の⽅法を提⽰してくれるからです。 
 
つまり、情報収集能⼒、分析⼒、処理速度がどれをとっても専⾨家以上のレベルなのです。 
 
AI であれば、最初の設定さえミスならければ、後は⼈のようにミスをすることは⼀切ござ
いません。 
 
誰よりも正確で正しくオンライン広告の運⽤を実施してくれるというわけです。 
 
そして、そのような AI を利⽤したオンライン広告が今や誰でも実践可能な時代になってい
るというわけです。 
 
このようなことからもオンライン広告の専⾨家以外でも AI(⼈⼯知能)が⾊々と補ってくれ
るので、素⼈でも以前よりも遥かに簡単に実践できるようになったのです。 



 

 
 

⼀昔前よりもオンライン広告の運⽤が簡単になった理由(図) 
 
で、実際、私⾃⾝も⼀度はオンライン広告運⽤を挫折した⾝ですが、AI をオンライン広告
で運⽤できるようになった今では、しっかり運⽤できるようになりました。 
 
そして、AI の⼒で昔よりも遥かい良い広告結果が出るようになりました。 
 
また費⽤⾯に関しても 1 ⽇ 500〜1000 円程度であっても効果的なオンライン広告を出せる
ようになり、少額でもしっかり効果もでるようになった点も良い点です。 
 
だからこそ、私は AI(⼈⼯知能)を活⽤した放置型オンライン広告を多くのビジネスを実践
している⼈も有効性を知ってもらいたいと思い、この書籍を執筆しているというわけです。 
 
 
 
 
 
 
 
 



3.AI(⼈⼯知能)をフル活⽤した放置型オンライン広告に適した 2 つ

の媒体 

 
前章では昔のオンライン広告と AI 活⽤した放置型オンライン広告の違いを記述しました。 
 
で、これから AI(⼈⼯知能)を活⽤した放置型オンライン広告を実践していくとなった時、
特におすすめの web 広告媒体がございます。 
 
そのオンライン広告媒体が以下の⼆つとなります。 
 
・Facebook(Instagram)広告 
・Google(Youtube)広告 
 

 

 
なぜこの⼆つの web 広告媒体がおすすめなのかと⾔えば、理由は以下の通りとなります。 
 
① 統計(ビック)データを既に保有しているから 
② GAFA と⾔われるほど巨⼤企業であり、今後も AI の進化に期待できるから 
③ ⽇本(世界)中の全⼈⼝・全年齢を殆どカバーしている 

 
ここで①〜③までもう少し詳しく述べていきましょう。 
 



①統計(ビック)データを既に保有しているから 
 
まず AI(⼈⼯知能)をフル活⽤したオンライン広告に適した 2 つの媒体として、最⼤の理由
がここにあります。 
 
それは既に 2社とも「統計(ビック)データを既に保有しているから」です。 
 
恐らく、この書籍を⾒ている⽅であれば、多くの⽅が Google や Facebook(Meta)のサービ
スを⼀度は使ったことある⽅が殆どかと思います。 
 
また、⼈によっては 
 
「1 ⽇に何回も Google で⾊々なキーワードを検索している」 
「⾃分の好きな YouTube 動画を毎⽇⾊々⾒ている」 
「⾝近にあったことを Facebook に投稿している(た)」 
 
等、⼀度だけでなく、上記のように⽇常で当たり前のように使っている⽅も結構いらっし
ゃるのではないかと思います。(私も毎⽇のように⼆つのサービスは使っております) 
 
で、私たちは便利だと思って、Google や Facebook(Meta)のサービスを使っておりますが、
この 2社は私たちが利⽤している間に様々なデータを⼊⼿しております。 
 
具体的には 
 
・顧客データ(個⼈情報・購⼊・⾏動・移動履歴等) 
・SNS データ(⽇々の書き込まれる投稿の内容・個⼈情報等) 
・アクセス解析データ（どのページ(動画)をどれくらい⾒たか等） 
 
など、このようなデータを Google と Facebook(Meta)は、徹底的に集積し、そして分類し
ているのです。 
 
これが現実です。(勿論ですが両者とも公序良俗を守った上で活⽤しています) 
 
ちなみに Google の 2020 年のビックデータの時価総額は 2.25 兆ドル。Facebook は 1.3 兆
ドルといわれており、⼤量のデータを保有していることがわかります。 
 



②GAFA と⾔われるほど巨⼤企業であり、今後も AI の進化に期待できるから 
 
アメリカは世界⼀位経済国であり、その中でもアメリカの巨⼤ IT 企業である Google、
Apple、Facebook、Amazonの 4社の頭⽂字をとってつくられた⾔葉が「GAFA」となりま
す。 
 
GAFA の G の部分は Google、F の部分は Facebook となっていることからも、両企業とも
経済⼒の⾼さを物語っていることがよくわかります。 
 
そして、当たり前かもしれませんが、経済⼒の⾼ければ、今後様々な事業を進めていくと
きに、⾮常に優位に進めていくことができます。 
 
で、これに AI も該当するというわけです。 
 
実際に Facebook(Meta)社は 1⽉ 24⽇、AI研究プロジェクトに使⽤することを⽬的とした
新しいスーパーコンピュータ、“AI Research Super Cluster（RSC）”を発表。 
 
また 2022 年 7⽉ 15⽇（⽶国時間）には Google が論⽂発表した機械学習モデルは、40 億
枚もの画像を学習させたことが話題となっていたりと、AI 事業に⼒を⼊れていることがよ
くわかります。 
 

 
 
このようなことからも今後、両者とも AI事業に⼒を⼊れ続けることが良くわかることから
も、AI を活⽤した web 広告もさらに⾶躍する可能性も⼗分に考えられるため、両者がおす



すめの web 広告媒体となるわけです。 
 
③⽇本(世界)中の⼈⼝・年齢の殆どをカバーしている 
 
⽇本では Google は国内シェア No.1 の検索エンジンであり、⽉間利⽤者は約 6600 万⼈と
⾔われております。 
 
また上記は Google の検索エンジンだけであり、YouTube は別となり、YouTube の⽉間利
⽤者数は約 6500 万⼈と⾔われております。 
 
さらにいえば、Google は、Gmail、Googleマップ、Googleドライブ、Googleカレンダー
などの様々なサービスを展開しており、上記の全ての媒体でオンライン広告を出稿するこ
とができます。 
 
そして、Facebook(Meta)は、Facebook の⽉間利⽤者は約 2600 万⼈、そして Instagram 約
3300 万と⾔われており、合わせると約 5900 万⼈になります。 
 
⽇本の⼈⼝は約 1 億 2000 万⼈と⾔われておりますので、単純に Google と Facebook を合
わせると、⽇本の殆どの⼈⼝・年齢に対してオンライン広告を出稿と⾔っても過⾔ではあ
りません。 
 
また Google、Facebook(Meta)の⽚⽅だけでも⽇本の⼈⼝の半分にオンライン広告を出稿
できることからも、広告のリーチの規模が半端ないことが、このような数値からも良くわ
かります。 
 
とのようなことからも、上記の①〜③の理由があることからも、AI(⼈⼯知能)を活⽤した
放置型オンライン広告を実践していくとなった時に、この⼆つの媒体がおすすめというわ
けです。 
 
 
 
 
 
 
 
 



4.最速かつ簡単に AI(⼈⼯知能)を活⽤した放置型オンライン広告を習得する⽅
法は？ 
 
先ほどの章では「Google」「Facebook」という媒体が、如何に AI(⼈⼯知能)を活⽤した放
置型オンライン広告で有⼒な媒体であるかを語ってきました。 
 
で、⼆つとも AI(⼈⼯知能)を活⽤した放置型オンライン広告で有⼒な広告媒体であること
は確かなのですが、 
 
「オンライン広告をこれから始めて実践します！」 
 
という初⼼者の⽅に圧倒的におすすめの広告媒体があります。 
 
それが「Facebook(Meta)広告」です。 
 

 
 
 
なぜ、Facebook 広告がおすすめかといえば、Google 広告よりも管理画⾯がシンプルでわ
かりやすくオンライン広告初⼼者に適している点。 
 
そして、オーディエンスと⾔われる「ターゲティング機能」が優秀で⼀度しっかり設定す
れば、後は AI におまかせするのがラクだからです。 
 
つまり、最速かつ簡単に AI(⼈⼯知能)を活⽤した放置型オンライン広告を習得することが
できるのです。 
 



ちなみに筆者の私も AI(⼈⼯知能)を活⽤した放置型オンライン広告を最初に実践したのが
Facebook 広告です。 
 
先ほど述べたように管理画⾯がシンプルで簡単で、ターゲティング機能が優秀だからこそ
選んだのと、Instagramにも同時に広告を発信できることからもこの媒体を選びました。 
 
あと、先ほども述べましたが、Facebook は 2600 万⼈、Instagram は 3300 万⼈と合計で
5900 万⼈と⽇本の⼈⼝の約半分をリーチできることからも、強⼒な広告媒体でもあります。 
 
このような背景からも、まずは Facebook 広告で AI(⼈⼯知能)を活⽤した放置型 web 広告
を習得していくことをおすすめします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



5.Facebook 広告の設定⽅法について(特別特典！動画解説付き) 

 
Facrbook 広告を配信する為の設定に関しましては、Google や YouTube の検索エンジンな
どで 
 
「Facebook 広告 始め⽅」 
「Facebook 広告 設定⽅法」 
「Facebook 広告 初⼼者」 
 
など、検索すれば Facebook 広告に関する始め⽅に関する情報が出てきます。 
 
・・・と⾔っても、それだけの紹介だと不親切ですよね？ 
 
そこで本書籍を⼿にしたくれた⼈限定で、Facebook 広告の設定から広告出稿の⼿順までを
私が動画で解説した会員制サイトの URLをお教えいたします。 
 
是⾮とも以下の会員制サイトに登録し、Facebook 広告の設定から広告出稿できるようにな
っていただければと思います。 
 
それがコチラとなります。 
 
Facebook 広告設定マスタークラス 
https://tirimotumoruzo.com/fbsettei/formadd/?group_id=1 
(上記のリンクから登録後に会員制サイトに⼊れるようになります) 
 
Password(上記の登録の為のパスワード) 
aisyuukyakufb 
 

 
上記の会員サイトの⼿順通り、進んでいけば、オンライン広告初⼼者でも Facebook を配信
できるまでの実⼒が⾝に付きます。 
 
是⾮とも時間を「AI(⼈⼯知能)を活⽤した放置型オンライン広告」を実践する為にも、時
間を⾒つけて Facebook 広告を設定して⾏きましょう。 
 



6.AI(⼈⼯知能)を活⽤した Facebook 広告の設定⽅法 

 
前章で基本的な Facebook 広告を運⽤の仕⽅を動画で把握したら、いよいよ本書籍のメイン
テーマとなる「AI(⼈⼯知能)を活⽤した Facebook 広告の配信⽅法」を教えています。 
 
で「AI(⼈⼯知能)を活⽤した Facebook 広告の配信」⾔葉だけ聞くと難しそうに感じますが、
⾔葉だけで設定は⾮常に簡単です。 
 
というか、⼈によっては AI の存在に気づかずに、普通に Facebook の広告配信をしている
だけで、勝⼿に AI(⼈⼯知能)を活⽤している場合もございます。 
 
つまり、それだけ設定は容易ということです。 
 
それでは、ここから先は AI(⼈⼯知能)を活⽤した Facebook 広告の配信設定に関して詳し
く述べていきます。 
 
まず復習になりますが、以下が Facebook 広告の全体像をとなります。 
 

 
 
そして、AI を活⽤して⾏きたいのであれば、⼀つのキャンペーンに対して、複数の広告セ
ットを作っていくことがポイントとなります。 



例えば、「アフィリエイトに関する電⼦レポートをダウンロードという LP を作成して、メ
ールアドレスを獲得したい！」という⽬的で AI を活⽤した Facebook 広告を運⽤したいの
であれば、まずキャンペーンを１つ作ります。 
 
次に広告セットでターゲットを「起業」「マーケティング」「中⼩企業」など、 
複数のターゲットを⼊れていくということです。 
 
そして、最後の広告の部分、つまりクリエイティブは同じで構いません。 
 
図で表すと以下のような感じになります。 
 

 
 
要約すると 
 
・キャンペーンは⼀つ 
・ターゲットが複数 
・クリエイティブ(広告)は同じものを設定して良い(5種類くらいで ok) 
 
という形になります。 
 
ちなみに広告セットでは、ターゲットの設定以外に、掲載期間、配置（掲載箇所）、配信
時間なども設定することもできますが、基本的には何もしなくて良いです。 



 

AI 機能を使うのであれば、全ておまかせがおすすめです。 

 
こちらの⽅が⾃分であれこれやるよりも、しっかり結果が出るからです。 
 
具体的には AI が「この広告セットとクリエイティブの組み合わせが、⼀番成果が良い」と
判断してくれ、勝⼿に最適化をしてくれるのです。 
 
だからこそ、こちらは⼀度セットしてしまえば、遥かにラクができるのです。 
 
特にある程度、オンライ n 広告を運⽤した経験があり、反応することが⾒込まれるクリエ
イティブなどの⽬星がつけば、より効率化するための⾯倒臭いテスト⼀発で反応の良いオ
ンライン広告を作成することが可能です。 
 
ですから、本書をお読みで、まだ AI を活⽤した Facebook 広告の設定をしていないのであ
れば、是⾮と今からでもすぐにしていくことを推奨します。 
 
⼿間なくラクに反応が出る Facebook 広告を実践することができます。 
 
 
Ps.キャンペーンの設定画⾯に関しては、以下の URLも参考にしていただければ幸いです 
https://business-issin.com/facebook_ad_kotsu/ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



7.初⼼者が Facebook 広告のオーディエンス設定で注意すべき点 

 
さて、ここまで私の会員制サイトで Facebook 広告の配信準備が整い、AI を活⽤した広告
配信を知った⽅は、早速Facebook 広告に取り組んでみたいとワクワクしている⽅もいらっ
しゃるかと思います。(既に取り組んでいる⽅もいるかもしれません。) 
 
しかし、Facebook 広告では「オーディエンス」の設定を間違ってしまうと、物凄い費⽤対
効果の悪い広告配信となってしまう、またせっかく AI を使って効率よく広告を配信できる
のに、それもできなくなってしまいます。 

そこでここでは、Facebook 広告初⼼者がありがちな「設定ミス」ついての種類から紹介し
ていきましょう。 

それがこちら 

① 最 初 か ら 細 か い オ ー デ ィ エ ン ス 設 定 で の 配 信 
② オ ー デ ィ エ ン ス を 短 期 間 ( 数 ⽇ ) で す ぐ に 変 え て し ま う 
③少ないリストからカスタムオーディエンス(類似オーディエンス)の作成 

そ れ で は 、 こ こ か ら い つ も の よ う に ⼀ つ ず つ 解 説 し て い き ま す 。 
 

①最初からめちゃくちゃ細かいオーディエンス設定 

まず最もありがちと⾔って良いのが、 

「最初から細かいオーディエンス設定での配信」 

です。 

Facebook 広告は優秀であることから、細かいオーディエンス設定をすることができます。 

しかし、コレが意外にも罠で細かいオーディエンス設定をしてしまうと、AI(⼈⼯知能)の
活⽤を妨げることにつながってしまい、逆に広告の成果を落としてしまうのです。 

また Facebook 広告だけに限った話ではありませんが、基本的にオンライン広告の配信は、
まずは広くターゲットをとり、段々と狭めていくのがセオリーなのです。 



あと最初からオーディエンスを狭めてしまうと、どこを変えていけば広告を改善できるか
の検討をつけるのが難しくなることも要因にも繋がってしまうのです。 

例えば 

「若⼿の Instagram広告に興味のあるデザイナーを Facebook 広告で集めたい」 

と思って時に以下のようなオーディエンス設定をしてしまうのは NG です。 

 

これだと 

「オンライン広告」かつ「Instagram」かつ「デザイン」に興味のある 22~25歳の⽅ 

のみにしか広告が配信されません。 



で、これで仮に最初から反応が取れれば良いですが、広告は最初から反応が良いことなん
て稀ですし、そもそも本当に反応が良いかは⽐べてみないとわかりません。 

だからこそ、今回の場合は⾔えば 

・オンライン広告 
・Instagram 
・デザイン 

と、最初は「⼀つずつ」を詳細ターゲットとしての広告セットを作り、配信していくべき
です。 

そして、ある程度の反応があったオーディエンスに対して、さらに絞り込みをかけていく
わけです。 

今回で⾔えば、 

「オンライン広告」である程度反応があったら「Instagram」をターゲットに加えてみる 

という感じで絞り込んでみるわけです。 

このような感じで先ほど述べたように、まずはなるべくターゲットは広くターゲットをと
り、その後、どんどん絞っていくという感じで Facebook 広告は実践していきましょう。 
 

②オーディエンスを短期間(数⽇)ですぐに変えてしまう 

これも広告配信初⼼者でありがちなものです。 

それが 

「オーディエンスを短期間(数⽇)ですぐに変えてしまう」 

ということです。 

広告配信はどの媒体でもそうですが、基本的に⽇によってムラがあるものです。 

ですから、仮に 2~3⽇反応が悪かったとしても、3⽇後から反応が良くなったりします。 



このようなことからも、最低でもターゲットを設定し、クリエイティブを作って配信した
ら、まずは 5⽇くらい様⼦を⾒ましょう。 

少なくとも 1〜２⽇で広告の設定を変えることはご法度です。 

ここで変えてしまうとしっかりと広告の評価が難しくなるからです。 

ちなみにこちらは僕が実際Facebook 広告を回した例で、三⽇間と⼀週間を⽐較してみまし
た。 

-Facebook 広告を３⽇間配信した結果- 

 

 

 

 



-Facebook 広告を⼀週間配信した結果- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



以下、わかりやすいように⽐べて⾒る形にしていきましょう。 

 

期間が違うだけで、全然結果が違うことがよくわかるかと思います。 

このように短期間では結果は⼤きく異なってくるのです。(基本的に⻑期間になればなるほ
ど安定してきます。) 

また、基本的に AI(⼈⼯知能)の活⽤した放置型オンライン広告は、データの蓄積が⼤事に
なってきます。 

ですから、短期間で結果が出ない⽅と⾔っても、すぐに広告を変更するのはご法度という
わけです。 

③少ないリストからカスタムオーディエンス(類似オーディエンス)の作成 

この少ないリストからカスタムオーディエンス(類似オーディエンス)の作成をするのも
NG です。 



やはり最低でもどのソースでも 1000以上の数値のソースが欲しいところです。 

具体的に⾔えば、 

・1000⼈以上のメルマガ登録者 
・1000⼈以上の購⼊者リスト(また購⼊者ページに到達した⼈) 
・1000⼈以上のアプリ登録者のリスト 

などと最低でも 1000以上のデータソースは欲しいです。 

また、これは個⼈的な⾒解ですが、近年では最低の 1000 データソースほどだと、以前よ
りも広告の費⽤対効果が落ちた感じがします。 

 

このようなことからも 1000は本当に最低限なので、出来れば 10000とか 50000などと、
豊富なデータソースを揃えた上で、カスタムオーディエンス(類似オーディエンス)の作成
を推奨します。 

そのようなソースが集まらなければ、まずは⼤⼈しくコアオーディエスを設定して、
Facebook 広告を配信していきことを推奨します。 

 
 
 
 



8.東南アジア(ミャンマー)で 1 リスト約 4.5 円という破格で、1 万⼈のリスト(フ
ァン)した広告で取得したカラクリ 
 
Facebook 広告を配信できるようになれば、国内だけでなく、海外からの集客も⼀気に可能
となります。 
 
実際に私は国内だけでなく、海外(東南アジア)でも Facebook 広告を配信して、集客に成功
しております。 
 
その証拠画像が以下となります。 

 

 



 
たったの 45000 円で 1 万ファン(リスト)を確保することに成功しました。 
 
恐らく、⽇本ではこのような圧倒的に安い単価で、集客に成功することはほぼ不可能では
ないかと思います。 
 
けど、まだまだ海外・・・特に発展途上国では、上記と似たようなパターンで圧倒的な破
格で集客がすることが可能です。 
 
そのカラクリを⾔えば、まず圧倒的に広告の配信単価が安い国が存在するからです。 
 
僕は実際ミャンマーで Facebook 広告運⽤を始め時に⾏った、テスト配信で驚きました。 
 
というのも、⽇本の 1/5〜1/10の広告費の単価だったからです。 
 
つまり、⽇本で 1 フォロワーの獲得で 30〜40 円掛かるところ、ミャンマーでは、3〜8 
円、3〜4円で獲得できると⾔うわけです。 
 
ちなみになぜこんなにも安く配信できるかと⾔えば、⼀番考えられるのが国の平均所得が
関係しているかと思います。 
 
ミャンマーの平均年収は 12 万 8,500 円なのです。 
 
年収ですよ。年収。 
 
ちなみに⽉収にすると約 1万円になるというわけです。 
 
勿論、平均年収なので、中にはミャンマーでも数億円とか数千万円とかの収益がある⼈も
います。 
 
しかし、国⺠の⼤多数は⽉収 1万円以下となるのです。 
 
このような背景から Facebook側もこの点を考慮して、広告費を圧倒的に下げていると⾔う
わけです。 
 
また次に圧倒的に集客できる点としてのカラクリは、発展途上国だと広告配信をしている



ライバルが⾮常に少ないのです。 
 
先ほどの話にも関連してきますが、やはり所得が少ないことからも、お⾦に対する余裕が
ない為、まだオンラインの媒体で広告を出している⼈(事業者)が少ないのです。 
 
なので、ライバルが少ない。 
 
だからこそ、広告の⼊札の競争があまり起こらず、ライバルが不在・・・つまりブルーオ
ーシャンなので、集客も⾮常に捗るのです。 
 
ですから、しっかりとリサーチをした上となりますが、Facebook 広告を発展途上国で実践
すると物凄い効率よく集客に繋がると⾔うわけです。 
 
ちなみに発展途上国の集客で⾔えば、近年では有名な⼈が上記のような仕組みを知ってお
り、上⼿く集客に成功している⽅がいらっしゃいます。 
 
それが YouTube で話題になっているアーティスト「Repezen foxx のDJ社⻑」です。 
 
彼は⾃⾝のグループの海外進出を⽬標とし、影響⼒を保つために世界⼈⼝世界第４位の発
展途上国であるインドネシアを中⼼する東南アジアで広告配信をして、⾃らのグループの
ファンを獲得して⾏っております。 
 
で、その広告媒体が、配信料⾦が安く、ライバルも少ない YouTube などの SNS 広告等を
メインに広告配信しているのです。 
 
その結果、⼀気に海外でのフォローを獲得し、彼の以下の SNSの投稿からもわかる通り、
インドネシアのニュースにもなるなど、着実に海外進出への成功に近づいて⾏っている様
⼦がわかります。 
 



 
 

このような例からも海外進出したいのであれば、オンライン広告を使うことによって、圧
倒的にコスパ良く集客やファンの獲得ができることからもオンライン広告は⼤きな武器に
なるというわけです。 
 
そして、Facebook 広告もオンライン広告の⼀つであることからも、⼤きな武器というわけ
です。 
 
 
 
 
 
 
 
 



9.ブログも SNS も不要！AI 放置型オンライン広告×リストマーケティング(DX
化)戦略 
 
本書もいよいよクライマックスとなります。 
 
今まで本書をしっかり読み、Facebook 広告を使った AI 放置型オンりあん広告をマスター
していけば、ブログも各 SNSも不要で、パソコンもスマホにも⼀切触れず「DX化(完全⾃
動)で収益を上げる」ことが出来る仕組みを作成することができます。 
 
しかし・・・ 
 
「完全⾃動なんて怪しいし、胡散臭い」 
「パソコンやスマホに触れずに本当に可能なのか？」 
「ブログも SNSも不要なんて、そんなことあり得るのか？」 
 
など、このように疑ってしまう⼈もいるかもしれません。 
 
正直、私⾃⾝も最初は疑っていましたし、気持ちはすごく良くわかります。 
 
しかし、上⼿くオンライン上の媒体を使うことによって「完全⾃動で収益を上げる」は達
成できるのです。 
 
その仕組みですが図で解説するとわかりますので、⼀度、以下の図を⾒ていただければと
思います。 
 



 
 
⽂字にしますと以下の通りとなります。 
 
① AI を活⽤した放置型 web 広告にて集客(メルマガ・LINEに登録させる) 
② 集客した顧客に対して、ステップメール(LINE)を送り教育 
③ 教育した顧客に対して、ステップメール(LINE)内で商品・サービスをオファーする 

 
それでは、もう少し詳しく解説していきましょう。 
 
① AI を活⽤した放置型 web 広告にて集客(メルマガ・LINEに登録させる) 
 

 
 
まず、こちらに関してですが、AI を活⽤した放置型オンライン広告で⾃⾝のビジネスの⾒
込み客を集客して(メルマガ・LINEに登録させて)いきます。 
 



詳しい AI を活⽤した放置型オンライン広告の集客の⽅法は、既に本書で解説しております
ので、(または最後の案内を⾒ていただけば幸いです)そちらの部分を⾒ていただければと
思います。 
 
ただ今回の流れで⼀つ注意があるとすれば、1 リスト単価（⼀⼈をメルマガ・LINE登録さ
せるまでにかかる費⽤）が、如何に安くとも安⼼してはいけないということです。 
 
これは、後にメルマガ(LINE)で販売していく商品やサービスが安価だったりすると、成約
率が⾼かったとしても儲けが⼀気に減るからです。 
 
仮に 1 リスト300円で毎⽉500⼈登録しており、1万円の商品の成約率が 10%だった場合、
広告費を差し引くと毎⽉の利益は 10 万円となります。 
 
しかし、1 リスト 1000 円で毎⽉ 500 ⼈登録、5 万円の商品の成約率が 5%だった場合、広
告費を差し引いても、毎⽉の利益は 75 万円となります。 
 
これだけで利益が 7倍近く変わるのです。 
 
要はリスト単価が⾼かったとしても、⾼額の商品が売れていけば、しっかり利益は出てく
るのです。 
 
逆に⾔えば、1 リスト単価が、如何に安く取得できたとしても、商品が売れなければ利益
が増えていきません。 
 
 



 
ですから、リスト単価が安く取れているだけで安⼼しないようにしましょう。 
 
ちなみにブログや各 SNS(YouTube、Twitter、Instagram、Facebook など)を集客の為に更
新しなくとも、オンライン広告はお⾦を払えば、何もしなくとも、あなたの代わりにずっ
と集客してくれます。 
 
ですので、無理にブログや各 SNS(YouTube、Twitter、Instagram、Facebook など)を運⽤
しなくとも、オンライン広告は⾒込み客を集客し続けてくれるので、ブログや各 SNSがい
らないということでもあります。 
 
⾯倒臭いブログや各 SNSの更新をやらなくて良いというわけです。 
 
実際、過去と⽐べて私⾃⾝、かなりブログと各 SNSの更新頻度は落ちていますが、以前よ
りも遥かにラクに集客できております。 
 
 
① 集客した顧客に対して、ステップメール(LINE)を送り教育 
 



 
①で集客してきた顧客に対して、ステップメール(LINE)を送って教育していくのが、次の
フェーズとなります。 
 
「教育」というと難しく聞こえるかもしれませんが、要はこのステップメール(LINE)で商
品やサービスの魅⼒をお客さんに伝えていくメール(LINE)を送っていけば良いのです。 
 
ちなみにメール(LINE)は、メルマガスタンドや LINE のサービスを活⽤していくと、ステ
ップメール(LINE)と⾔って、時間経過や何かのアクションをすると、相⼿に⾃動でメール
(LINE)を送ることが可能です。 
 
ですから、しっかり商品やサービスの魅⼒が伝わるメールや LINE の⽂章(または動画)を
作り、それをステップメール(LINE)に登録をしていけば、後は⾃動的にお客さんに商品や
サービスの魅⼒を伝えることが出来るというわけです。 
 
⾃分が何回も顧客の前で商品やサービスの魅⼒を説明しなくとも良いので、ものすごく仕
事がラクになります。 
 
② 教育した顧客に対して、ステップメール(LINE)内で商品・サービスをオファーする 



 
最後に②で教育した顧客に対して、ステップメール(LINE)内で商品をオファーして、これ
が売れれば、利益となります。 
 
で、この時に予め商品・サービス販売ページ(LP)を作成して、ステップメール(LINE)内に
そのページの URLを載せておけば、⾃動で商品・サービスをオファーしてくれます。 
 
ですので、集客から商品・サービス販売までを、完全⾃動でセールスする仕組みが完成す
るというわけです。 
 
ちなみに、この商品販売をする時に、最近は「ウェビナー」という形式で、予め録画した
セミナー動画の URL をステップメール(LINE)に商品・サービス販売するという形にする
のが、最近の⽶国での流⾏りの⼿法となります。 
 
また、応⽤としましては、完全⾃動ではなく、半⾃動になりますが、ウェビナーの部分を
zoom などでセミナーや説明会を開いて、その場でセールスして商品やサービスを販売し
ていく⼿法もございます。 
 
正直、zoom などでセミナーや説明会を開いて、販売していく⼿法は、成約率は⾼くなり
ますが、その分、⼿間が掛かるところです。 
 
このようなことからも発売する商品やサービスが⾼単価であるなど、費⽤対効果を考えて、
録画したウェビナーにするか、zoom などでセミナーや説明会を開くかどうかを決めるの
が良いでしょう。 
 



・・・ということで、ここまで話した①〜③までが、「AI 放置型オンライ n 広告×リスト
マーケティング戦略」となります。 
 
このような仕組みさえ作ることができれば、あなたは何もしなくとも、収益を得ることが
可能です。 
 
しかし、やり⽅は分かったとしても、上記だけの説明で理解できている⼈は少ないのでは
ないかと思います。 
 
そこで詳しく「AI 放置型オンライン広告×リストマーケティング戦略」について知りたい
⽅は、本書の最後に「AI 放置型オンライン広告×DX ⾰命＠個別(説明会)相談会」の案内
がありますので、是⾮ともそちらをみていただければ幸いです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



おまけ【スペシャル対談】 
⼭崎×稲垣 特別対談 

〜広告代理店の闇に迫る〜 
 
対談者の⾃⼰紹介 
 

⼭崎・・・本書籍の著者であり、2014 年にオンラインビジネスを始め、2016 年に法⼈
化。リストマーケティングを駆使して、累計 3 億以上で収益をたった⼀⼈で達成。2019
年にはオンラインでの実⼒・実績が買われ、東⼤ベンチャーの役員も勤め、国内だけで
なく東南アジア(ミャンマー)で教育事業で活躍。近年では AI を活⽤したオンライン広告
にて圧倒的な結果を残す。 
 
稲垣(仮名)・・・学⽣時代にアフィリエイターとして収益を上げ、その実⼒から東証⼀
部に上場しているコンサルティングの関連会社に就職。その後、某⼤⼿有名広告代理店
の Hの関連会社に転職していく。様々な業界で集客から販売までの経験があり、広告か
らの集客だけでなく、マーケティングのアドバイザーとしても活躍している。 

 
⼭崎：「どうも、こんにちは⼭崎です」 
 
⼭崎：「今回は【広告代理店の闇に迫る】というテーマで、僕の知り合いで(広告代理店)で
働いている⽅に根掘り葉掘り、聞いてみようかと思います。」 
 
⼭崎：「プライバシーの観点からですね、 お名前とかは⾔えないのですけど、今回、仮名
で、稲垣さんと呼ばせていただきます。」 
 
⼭崎：「それでは、稲垣さんよろしくお願いします。」 
 
稲垣：「はい、よろしくお願いします。」 
 
⼭崎：「まず稲垣さん、広告代理店に現状、勤めている感じなのですかね？」 
 
稲垣：「そうですね。現状も広告代理店に勤めている、いわゆるサラリーマンという⽴場
でやっております。」 
 
⼭崎：「なるほど。」 



 
稲垣：「社歴としては 3社⽬になるのですけど、」 
 
稲垣：「2社⽬、3社⽬でどちらも広告代理店に勤務。で、前職が某有名なHから始まる(⼤
⼿広告代理店)広告代理店のグループ会社で働いて、 」 
 
稲垣：「そこで⽉ 5 万〜50 万くらいの結構⼩規模なお客さんを相⼿に広告⽀援をしていた
って感じになります。 」 
 
稲垣：「で、現状は、独⽴系の広告代理店にいまして、だいたい⽉間の広告費が 100万から
700 万ぐらいのお客さんの広告を回しているって感じになります。」 
 
⼭崎：「そうなると結構、⼩さい規模というか数⼗万から数百万の規模の広告代理店の実
情というか内情を知っているみたいな感じになるのですかね？」 
 
稲垣：「そうですね。いわゆる⼩〜中規模、あまりにも⼤きすぎる規模には触れたことが
ないのですけど・・・」 
 
稲垣：「何というか、⼀般的に良くある代理店みたいなところはすごく馴染みがあると思
っています。」 
 
⼭崎：「なるほど、ありがとうございます。」 
 
⼭崎：「あと稲垣さん、マーケティングもできるのですね？」 
 
稲垣：「そうですね。さっき 3社⽬とお伝えしたのですけど、1 社⽬でコンサルティング会
社のマーケティング担当として、集客から販売、アフターフォローの部分まで⾏っていま
したし、」 
 
稲垣：「もう⼀個、サラリーマンになる前に、アフィリエイターとして飯を⾷べていた経
歴も実はありまして・・・」 
 
⼭崎：「はい」 
 
稲垣：「もう⼀個、サラリーマンになる前に、アフィリエイターとして飯を⾷べていた経
歴も実はありまして、結構変わった経歴かなと思います。」 



 
稲垣：「なので、⽐較的マーケティング全般の部分を触れることができるというのがひと
つ、代理店いる⼈間としては珍しい、そして強みになっていると思います。」 
 
⼭崎：「確か稲垣さんとはアフィリ時代の時に出会って、マーケティングできるから、ち
ょっと話して、この⼈すごいから、友達になりませんかみたいな(笑)」 
 
稲垣：「そうですね（笑）懐かしいですね（笑）」 
 
⼭崎：「もうだいぶ前ですね（笑）」 
 
⼭崎：「代理店の詳しいということで、 (稲垣さんに)聞きたいのですけど、 ⼀般的なって
⾔うか、業界にいるからこそわかる、代理店の現状というのはどのようなものなのか？」 
 
⼭崎：「少し抽象的で申し訳なかったりとするのですけども、マーケティングが
できる稲垣さんから⾒て、 どのような広告代理店は現状なのだと、思いますか
ね？」 
 
稲垣：「本当に⽟⽯混合みたいなことをよく⾔われるのですけど(⽟⽯混合・・・優れた物
とつまらないものが⼊り混じっていることの例え)」 
 
稲垣：「だいたい広告を代理するというビジネスである以上、」 
 

稲垣：「広告代理店は基本的に集客のみしかやらない。」 

 
稲垣：「WEB 広告代理店に私、勤めていますので、web 広告を使って、お客さんのサイト
にアクセスを集めるところが、メインにはなるのですけど・・・」 
 
稲垣：「それに完全に特化しすぎている」 
 
稲垣：「例えば、集めたお客さんをどうするのかとか・・・集めることはできて
も、お客さんが求めている質と集めた層が、全然違っているのを気にしない」 
 
稲垣：「集客⼀辺倒になっている所が、圧倒的に多いというのは肌⾝として感じ
る」 



 
⼭崎：「とりあえず、広告代理店は集客がメインなのですからね。」 
 
⼭崎：「けど、結局ビジネスは・・・売れてなんぼじゃないですか。」 
 
⼭崎：「いくら集めても売れないと意味ないのに、その売るっていうのが疎かに
なっているのが現状なのですかね？」 
 

稲垣：「圧倒的⼤多数ですね！ 」 

 
稲垣：「お客さんからすれば物が売れることを期待して、代理店に依頼するはずなのです
けど、」 
 
稲垣：「それこそ、⽳の空いたバケツに⽔をいくら注いでも・・・という話があると思う
のですけど、そういうのを無視して」 
 
稲垣：「『(私たちは』お客さんを集めれば良いのでしょ』という頭になっている
というのが、正直ありますね。」 
 
⼭崎：「けど、それではクライアントの⽅とかは、集客しても物が売れないということで、
代理店に関して、（クレームとか）何か⾔ってきたりしないのですか？」 
 
稲垣：「お客さんによるという回答になるのですけど、やっぱり⼩規模なクライアントほ
ど、ITリテラシーが低い⽅が多いので、・・・これは良いとか悪いとか⼀旦抜きですよ。」 
 
稲垣：「IT リテラシーがどうしても低い⽅が多いので、『広告費をかけてるんだ
けど、売れないのですよね』みたいな感じのことを、上⼿いこと丸め込んでし
まうことができてしまう。」 
 
稲垣：「なので、お客さんもなんとなく気づいているのだけれども、」 
 
稲垣：「⾔語化がなかなかできないから、結局「どうなんですかねー」みたいな感じで、
代理店も上⼿いこと帳尻合わせて、なぁなぁにしてしまうというのが、正直ある。」 
 
⼭崎：「この話を聞いて(僕が)思い出すのが、 昔インターネットの黎明期の時に、「ホーム



ページ作れば儲かるから作りましょう」ホームページの知識が（お客さん）はわからない
から、30 万とか 50 万かけて作るみたいな」 
 
⼭崎：「で、「ネットで（お客さん）が集まりますよ」と⾔っても、SEO(検索エンジン)の
対策をしないと・・・⾃分が書いた記事とか上位表⽰しなくて、お客さん来ない。」 
 
⼭崎：「でも、（代理店は）作れば儲かるから、(お客さんに)お⾦掛けて作らせる。という
のに、⾮常に似ている感じがする。」 
 
稲垣：「扱う商材が違うだけで、根本は⼀緒かなと思います。」 
 
⼭崎：「そこら辺はネットで検索すればわかるのに、そういった⽅(検索する⽅)は少ないの
ですかね？」 
 
稲垣：「やっぱりそこがわからないし、⾟いから、代理店に依頼すると⾔うのも、 ⼀つ依
頼の元になっている欲求としてはあります。」 
 
稲垣：「こちら側がわかりやすく説明を本来はしなくてはいけないのですけど、それを伏
せてやってしまう、ある種「臭い物に蓋をする」じゃないですけど、、、という傾向性が正
直あるなと思います。」 
 
⼭崎：「少し気になるのですけど、広告代理店やってくる⼈は、何もリテラシーない⼈も
いれば 、」 
 
⼭崎：「ある程度、マーケティングとか知っている⼈とかは「アクセス集まって
も売れないな」となった時に、代理店の⼈はマーケティングを教えることとか
っていうのはできるのですか？その辺はどうなのですか？」 
 
稲垣：「感覚値ですけど、マーケティングに関しては・・・」 
 

稲垣：「98〜99%の代理店は出来ないと思っています。」 

 
⼭崎：「(苦笑)」 
 
稲垣：「ほぼ出来ないですね。」 



 
稲垣：「理由は単純で広告を回すってことが出来るのですけど、さっきの話に通ずるので
すけど、集めた後にどうしていくか、販売者側の経験をしていない社員が圧倒的なので。」 
 
⼭崎：「稲垣さんはアフィリエイターだったから、売るって経験はありますけど、普通に
代理店に就職した⽅で、起業経験がなく、そのままサラリーマンになった⽅は物を売る経
験をしないですものね。」 
 
稲垣：「それこそ事業会社・・・代理店と対をなす、例えば、何かしらビジネスをやって
いるところに⼊って、集客から販売 からアフターフォローまで⾏ったことがありますって
⾔うような⼈が、」 
 
稲垣：「代理店に来て『広告運⽤者しています』と⾔うようなパターンだったら、それは
勿論、マーケティングの話もできるのですけど、」 
 
稲垣：「新卒で代理店から・・・ファーストキャリアが代理店で、セカンドキャリア、サ
ードキャリアも代理店みたいな⼈だと、やっぱり「集客しかわからない」のが圧倒的。」 
 
稲垣：「そこは・・・否めないと⾔うとか、99~98%ぐらいは(マーケティングを)出来ない
と思って良い。」 
 
⼭崎：「そうなってきますと、いくら代理店で世間ですごいと⾔われる⾼学歴の⼈とかで
も、起業経験・・・販売経験がないと(実際に販売するという)勉強しないとわからないと
ころなので、売れるかどうかはわかりませんね。」 
 
⼭崎：「これだと、いくら学歴とか⾼く、優秀だったとしても、そこ(売れるかどうか)は未
知数。むしろ、売れない可能性が⾼いですね。」 
 
稲垣：「机上の空論を⾔うことは出来るのですけど、それこそ学術的なマーケティングみ
たいなところは・・・」 
 
⼭崎：「なるほど、経済学部の授業みたいな感じのところは」 
 
稲垣：「そうですね。⼀定数、そこら辺の研修はあったりするので鉄板のマーケティング
理論みたいなものは押さえているかもしれません。 
 



稲垣：「けど肌で感じたことがない⽅が多いので、なかなかそこが顧客の求めるものと、
こちらが提⽰するものが乖離し、結果として、よくリプレースというのですけど、代理店
を別のところに変えるということが、⽴て続いてしまう。」 
 
稲垣：「リテラシー⾼いお客さんほど、そういう傾向があったりする」 
 
⼭崎：「僕も(広告)代理店の⽅に会ったことあるのですけど、」 
 
⼭崎：「(僕が)『LPのここ改善した⽅が良いのではないですか？』と⾔った時に」 
 
⼭崎：「「あぁ・・・！」みたいな、初めて知ったみたいな反応する⽅が多いので、LPを作
ったことないというか、多分⾃分で広告出してから販売までを⾒たことないから、そうい
うような新鮮な反応をするかなと、(稲垣さん)の話を聞いてみて思いました。」 
 
稲垣：「それはそうですね。 コピーライティングとかも、いわゆる広告⽂を考えるコピー
ライティングは、当然やるのですけど、広告⼊った後の LP のライティングとかを体系的
に学んだ⼈はかなり少ない。」 
 
稲垣：「なので、LPのポイントとかを指摘できる⽅というは、結構貴重ですね。」 
 
⼭崎：「貴重になってしまうのですね（苦笑）」 
 
⼭崎：「次のフェーズとして広告代理店の闇の部分について、聞こうとしたのですけど、
「今、だいぶ闇の部分ではないかと思いまして（笑）」 
 
稲垣：「今の部分でも結構闇なのですけど、やっぱり内情知っているからこそ、闇だなと
思うところを別視点でありまして・・・」 
 

稲垣：「それが 2個あります。その１個⽬が・・・」 

 
 

 
 
 
 



・・・この上記の対談続きは以下の⼭崎の LINE に登録すると 

直ぐにでも⾒ることができます。 

ので、是⾮とも以下の LINEへの登録をお願いします。 
(対談の公開形式はフル字幕⼊りの動画となります。) 

 
↓   ↓  ↓   ↓     ↓   ↓  ↓   ↓ 

 

 
 

 
 
 
 
 
 



期間限定企画！ 
「AI 広告についてもっと詳しく知りたい！」 

「放置で圧倒的に集客する⽅法を具体的に知りたい！」 
「⼭崎のように集客〜販売まで完全⾃動化したい！」 

 
広告運⽤歴 0 ⽇でも問題なし！ 

1 ⽇ 500〜1000 円でも実践可能で DX(⾃動)化を実現できる！ 
 

 
 

↓   ↓  ↓   ↓     ↓   ↓  ↓   ↓ 

 

 
 



著者紹介 

 
 
⼭崎亮 
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